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中央部分を端部より���下げることで緩やかなカーブを描き、テーブルや棚とは異なる見え方とする

カーブ部分　断面図 S=�/��
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ベルトを利用して既存の柱にしばりつけ、倒れないように固定する。

キャスターをつけ、移動可能に

スロープユニット

カーブユニット

フラットユニット

スロープ部分　断面図 S=�/��
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事前にユニットを制作することで、現場での作業をビス留めによる
最低限の組み立てとする。

ポスターやフライヤーを貼ったり、ホワイトボードとしても使えるよう
に控え室として使わないときは移動できるようにする。
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既存柱

ラッシングベルト
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新規設置スロープ：既製品

パンチカーペット巻き h=����移動式控室

各柱にベルト留め

パンチカーペット

Whenever Wherever Festival ����
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ハンガーを掛けられるように

垂木　��*��

合板　����*��� t=��mm

天板：合板��mm ���*���

天板は短冊状にカットし並べることで
中央部分のカーブに追従する

柱：垂木 ��*��

柱：垂木 ��*��

梁：垂木 ��*��

梁：垂木 ��*��

高い天井高に対して����の高さに＜基準線＞を引くことで人やモノが集まり、いきいきとしたファサードが街を彩る。その＜基準線＞は辿ると東出入口へつながっていることに気付く。

天板は事前に塗装を行う

既存の中二階と床の間の高さを挿入することで全体が囲まれた緩やかで立体的なパフォーマンス空間がつくられる。
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既製品のスロープ

サイズ　W×L×H=���*���*��
素材　   合成ゴム
耐荷重　�t

パンチカーペット

MaterialPlan Section

Elavation

Unit・How to 移動式控室

Detail

敷地であるSHIBAURA HOUSEは天井高が����mmと非常に高い建築であり、明るく開放的なつくりになっています。しかし、ガラス張りの空
間はなんだか身体を預けておける場所がないために少し頼りないような印象を受けます。そんな一階のスペースにそっと身体に寄り添う線
を描いてみようと思いました。

人とモノのための＜基準線＞のようなものです。

����の高さに書かれたその線は、踊る人にとってはパーフォマンス空間の輪郭のように、鑑賞者には身をあずける家具のように、モノにとって
は小さな居場所のように、それぞれによる多様な解釈を許すような空間を作ります。

自ら場所に意味を見つけ、場を立ち上げる（＝Do it yourself）ことを許す寛容さこそがアクセシビリティを生み出すのではないでしょうか。

青木廉＋大山優＋篠崎祐真＋平澤美織

柱・床・スロープに養生後、
両面テープ貼り

基
準

線 を そ っ と か く

スロープフラット

カーブ


